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宝くじ助成 決定
       なのはな自治会と協働、CRの備品拡充 
なのはな自治会（一石廣子会長）と協働で提出していたコミュニティルーム（CR）の備品拡充計画

が、自治総合センター（東京）の R7 年度コミュニティ助成事業に採択された。二宮町を通じて決定の

連絡があり、物品は 7 月以降順次納入される。ゲンコミが運営管理を担う形で昨秋稼働した CR と同

広場は、月間 40 件ほどの利用があるなど比較的堅調に推移しているが、施設備品は地域からの寄

贈や旧施設からの持ち込みが中心。今回の採択によってこれらの拡充が一気に進む見通しで、地域

団体やサークルにも喜んでもらえると見ている。 

 

自治総合センター助成への応募は R6 年度募集分に続くもの。今回は CR を運営管理するゲンコ

ミとの共同利用を前提に、なのはなハイツ自治会が主体になって町経由で提出した。採択された品

物は音響セット、マイクロホン、プロジェクター、100 インチスクリーン、マイク型拡声器、テント、物置、

ＰＣ、複合プリンター、遮光カーテン、レース、卓球台セットなど。見積ベースで 250万円相当になる。 

Ｒ７年度総会開催、ＣＲが本格稼働へ 
ゲンコミは 24 日（木）、CR で役員総会を開き、R6 年度決算、R7 年度事業計画、同予算などを承

認決定した。6 年度の最大の特徴は新しく加わった国土交通省の住宅団地再生に向けた調査事業）

への参画を通じ、各部会とも事業・財務体質を改善できたこと。全体の事業規

模も初めて 200 万円台に乗せ、足かせになる懸念があった健康団地 CR 部会

の活動も本格展開の足掛りを築くことができた。R7 年度は組織改革、人事異動

を最小限にとどめ、全 4事業部会の自立経営の基盤強化に注力する。 

新任役員は佐藤祐一氏（写真）がデジタル部会長のまま事務局長に就任す

る。ほか、田口謙吉氏（理事、緑が丘自治会長）、村上猛氏（同、緑が丘地区

長）、関口正美氏（同、一色小 CS会長）、井上太郎氏（監事）。 

国交省調査事業費のうちゲンコミが直接絡む部分は 110 万円。中心テーマ

は県営コミュニティルーム、広場を使った活性化への取り組みだったが、昨年 9

月以降の半年間に施設の賃貸で 20 万円強、歌と体操で元気、なのはな健康運動教室などの独自

企画で 12 万円強の収入を得た。このほか、稼働に備えた消耗品、独自イベントへの助成などを合わ

せた収入額は 87万円になり、差引で 15万円強の黒字になった。主力の音楽活動、生涯学習部会も

国の調査事業の趣旨に沿った活動を行い、財務体質の強化につなげた。ただ R7 年度はこうした「特

需」はなくなり、事業規模も平年ベースに戻る。      （裏面に R6年度収支決算書） 
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